
DONETとS-netの運⽤ 国⽴研究開発法⼈防災科学技術研究所

防災科研では4⽉にS6ケーブルの敷設を終了し、全
ケーブルシステムの構築が終了した。S1からS5ま
での5サブシステムを⽤いた結果では、おおむねマ
グニチュード1.5から検出されている。品質向上に
向けて検討中。2016年8⽉20⽇の三陸沖地震、同年
同⽉30⽇の関東東⽅沖地震、同年11⽉22⽇の福島
県沖地震では、いずれも震源の時空間分布の変遷を
モニタリングでき、津波も観測した。
DONETはDONET2の埋設作業が完了した。最終的
な品質確認を経て、公開予定。2016年4⽉1⽇の三
重県南東沖地震でも、様々な周波数の観測に成功し
た。

海域名 観測点数
①S1 房総沖 ２２点
②S2 茨城・福島沖 ２６点
③S3 宮城・岩⼿沖 ２６点
④S4 三陸沖北部 ２８点
⑤S5 釧路･⻘森沖 ２３点
⑥S6 海溝軸外側 ２５点
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